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１ 固定電話分野の現状（１）

マイラインシェア

（a）固定系加入者回線数

＊数値は平成17年3月末数値（出典：総務省ホームページ）

（b）市内通信市場

＊マイラインおよびマイラインプラス登録者のシェア（未登録者はシェアに含まない）
＊数値は平成17年9月末登録分
（出典：マイライン事業者協議会ホームページ）

ＮＴＴグループの市場支配力の根源は、加入者回線（アクセス）での圧倒的シェア。ＮＴＴグループの市場支配力の根源は、加入者回線（アクセス）での圧倒的シェア。

NTTグループ
(76.2%)

KDDI 
(11.6%)

その他
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（d）県間通信市場 （e）国際通信市場

ラストワンマイル

その他(5.9%)

ＮＴＴ東西
(94.7%)

（c）県内市外通信市場

NTTグループ
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KDDI 
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その他
(15.0%)
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その他
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その他
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NTTコム
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１ 固定電話分野の現状（２）

１ お客様の多くが「固定電話サービス」といえば「ＮＴＴ」を想い浮かべる可能性あり。

２ 固定電話サービスに関するお客様の企業名想起率の調査等を実施し、議論を深めるべき。

１ お客様の多くが「固定電話サービス」といえば「ＮＴＴ」を想い浮かべる可能性あり。

２ 固定電話サービスに関するお客様の企業名想起率の調査等を実施し、議論を深めるべき。

ＮＴＴの加入者回線シェア

昭和６０年（民営化当時） 平成１６年

１００％ ９４．７％

歴史的経緯によるＮＴＴの独占状態

固定電話サービスといえば
「ＮＴＴ」？

お客様

公正競争条件整備を目的に実施したＮＴＴ再編成やマイライン制度の導入を経ても、会社名に
グループ共通の冠「ＮＴＴ」を付した「ＮＴＴ東西」「ＮＴＴコム」が圧倒的なシェアを維持。

＝「ＮＴＴ東西」「ＮＴＴコム」という事業者名で区別していない可能性がある。
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２ ＫＤＤＩのサービス展開

既存電話

中継電話サービス

直収電話

メタルプラス

中継電話

マイライン

（県間・国際⇒県内市外⇒市内）

ＮＴＴ東西 加入者回線

「ボトルネック設備」

0077固定発携帯

ＮＴＴ東西

フレッツＡＤＳＬ

Ｂフレッツ

ＮＴＴ東西 加入電話サービス

加入電話基本料

付加機能

プッシュホン、キャッチホン、転送など

（＋アクセスチャージ）

ＮＴＴ東西

ドライカッパー回線

通話料

国内、国際、移動体宛

基本料

付加機能

（＋アクセスチャージ）

ＩＰ電話

光プラス

お客様宅内機器までＩＰ化

ＧＷ機器、フルＩＰ化

お客様宅内の機器は
今までどおり

ＮＴＴ東西

ダークファイバー回線

法人ＩＰフォン

050番号

（DION IP電話）

光プラス

0AB-J番号

光ダイレクト

0AB-J番号

進出

アクセスチャージ値上げ
への対応

ＮＴＴ－Ｃ
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３ 基本的考え方

ＮＴＴ東西のボトルネック性（市場支配力の源泉）は、各市場に影響を及ぼすおそれあり。ＮＴＴ東西のボトルネック性（市場支配力の源泉）は、各市場に影響を及ぼすおそれあり。

ローカルループ（メタル・光ファイバ）におけるボトルネック性

固定電話

加入

通話

携帯電話

インターネット

ＦＭＣ

トリプルプレイ
放送

競争評価対象外

「加入」に着目した分析が必要

「加入」における
市場支配力と「通
話における競争」
の関係に留意

市内通話、県内市外通話に
おけるＮＴＴ東西の圧倒的
シェア（６割～７割）

ボトルネック設備に起因するＮＴＴ東西
の加入電話での市場支配力は、ＩＰ電話
（活用業務）にも作用している恐れあり

ＦＭＣ等のグループ連携
：公正競争上の懸念

「固定電話における市場支
配力」と「隣接市場におけ
る競争」との関係に留意

（当社イメージ）
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４ 固定電話・ＩＰ電話の市場画定に対する考え方

固定電話とＩＰ電話は、広く一つの市場と捉えるべき。固定電話とＩＰ電話は、広く一つの市場と捉えるべき。

■ 市場では０５０ ＩＰ電話は、固定電話と競合関係

⇒ ユーザーは０５０ ＩＰ電話を通話料の安い電話と捉えている。（現状、固定電話と比較し、制約事項は多い）

○ 個人向けのＩＰ電話

主に発信の通話についてＩＰ電話で固定電話を代替（制約事項は固定電話で補完）

○ 法人向けのＩＰ電話

発信の通話について固定電話を代替。固定電話回線を減らし、ＩＰ電話を導入する。

着信は固定電話という例が多いが、徐々に０５０番号を着信に利用する例も増えてきている。

＊ 現状では０５０ＩＰ電話は、「ＩＰならでは」のサービスにはなっていない。
ユビキタスな利用法、より上位レイヤのサービスに組み込むことが必要。

■ 市場では０５０ ＩＰ電話は、固定電話と競合関係

⇒ ユーザーは０５０ ＩＰ電話を通話料の安い電話と捉えている。（現状、固定電話と比較し、制約事項は多い）

○ 個人向けのＩＰ電話

主に発信の通話についてＩＰ電話で固定電話を代替（制約事項は固定電話で補完）

○ 法人向けのＩＰ電話

発信の通話について固定電話を代替。固定電話回線を減らし、ＩＰ電話を導入する。

着信は固定電話という例が多いが、徐々に０５０番号を着信に利用する例も増えてきている。

＊ 現状では０５０ＩＰ電話は、「ＩＰならでは」のサービスにはなっていない。
ユビキタスな利用法、より上位レイヤのサービスに組み込むことが必要。

■ ０ＡＢ－Ｊ番号のＩＰ電話は、固定電話を代替

⇒ 固定電話、直収電話サービスと同一の市場

○ ＫＤＤＩの０ＡＢ－Ｊ番号のＩＰ電話サービスでは、０９９０（ダイヤルＱ２）、０１８０（テレゴング）、＃ＡＢＣＤなどと

の接続はまだ実現できていないものの、ほぼ固定電話なし、で不便ないレベルに。

個人向け ： 光プラス電話

法人向け ： 光ダイレクト

■ ０ＡＢ－Ｊ番号のＩＰ電話は、固定電話を代替

⇒ 固定電話、直収電話サービスと同一の市場

○ ＫＤＤＩの０ＡＢ－Ｊ番号のＩＰ電話サービスでは、０９９０（ダイヤルＱ２）、０１８０（テレゴング）、＃ＡＢＣＤなどと

の接続はまだ実現できていないものの、ほぼ固定電話なし、で不便ないレベルに。

個人向け ： 光プラス電話

法人向け ： 光ダイレクト


